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はじめに 

 

平成 20（2008）年に始まった日本の人口減少は、今後、若年人口の減少と老年人口の増加を伴い

ながら加速度的に進行し、2040年代には毎年 100万人程度の減少スピードになると推計されていま

す。 

地方自治体においては、急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけると

ともに、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある地域社会を維持していくこ

とが喫緊の課題となっています。 

このような背景を踏まえ、国において、平成 26年 11月 28日に「まち・ひと・しごと創生法（以下、地方

創生法）」が公布されました。これは、活力ある日本社会を維持していくために、まち・ひと・しごと創生に

関する施策を総合的かつ計画的に実施することを目的として制定されたものです。 

また、地方創生法に基づき、同年 12月 27日には、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」並びに「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」を閣議決定し、2060年に 1億人程度の人口を確保することを掲げ、2015～

2019年度（5か年）の政策目標・施策を策定しました。 

こうした国の指針に基づき、御宿町の人口の現状と将来の姿を示し、人口問題に関する住民の認識

の共有を図るとともに、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示する「御宿町人口ビジョン」

を策定しました。 
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１．御宿町人口ビジョンとは 

  １－１ 御宿町人口ビジョンの位置づけ 

御宿町人口ビジョンは、国のまち・ひと・しごと創生長期ビジョンや本町における人口の現状分析、地域

特性を踏まえるとともに、人口問題に関する町民の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向性と人

口の将来展望を示すものです。 

この人口ビジョンは、第4次御宿町総合計画の将来人口目標において、推計値が示す人口減少率の

抑制を目指すことを踏襲するとともに、御宿町における「まち・ひと・しごと創生の実現」に向けた効果的な

施策の企画立案や今後、町のあらゆる計画を策定する上での重要な基礎となるものです。 

 

  １－２ 御宿町人口ビジョンの対象期間 

御宿町人口ビジョンは、国が目指す将来展望と同じ方向性により人口減少対策に取り組んでいきま

す。 

国は、「人口推移と長期的な見通し」の中で、「2040年（平成 52年）に合計特殊出生率が 2.07程度

まで上昇すると、2060年の人口は約 1億 200万人となり、長期的には 9,000万人程度で概ね安定的

に推移するものと推計される」としています。 

このようなことから、御宿町人口ビジョンの対象期間は、国の具体的な将来の方向が示されている

2040年（平成 52年）とし、国との整合性を図りました。 

 

  １－３ 国の長期ビジョン 

国の「長期ビジョン」は、日本の人口の現状と将来の姿を示し、人口減少をめぐる問題に関する国民の

認識の共有を目指すとともに、今後目指すべき将来の方向を提示したものです。 

合計特殊出生率を 2030年に 1.80程度、2040年に 2.07程度まで上昇させることで、2060年の人

口を約１億 200万人に、長期的には 9,000万人程度で概ね安定させようとする長期ビジョンです。 

次ページに、国の「長期ビジョン」が目指す将来の方向に関する概要を示します。 
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まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」が目指す将来の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 
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出典：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 
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  １－４ 御宿町の人口に対する現状と将来展望 

御宿町の総人口は、町村合併の 1955年の 9,753人をピークに徐々に減少し続け、2010年には

7,738人となり、2040年には 4,715人（2010年から約 39%減）と推計されています。 

合計特殊出生率は、2012年は 1.03であり、国・千葉県を下回っています。 

2005年以降、国・千葉県ともにわずかに上昇傾向にありますが、人口置換水準 2.07を大きく下回る

低出生率を継続しています。 

本町では、死亡数が出生数を上回る状態が続いており、自然増減はマイナスです。 

年齢階層別人口移動をみますと、29歳以下の階層は学校進学や就職により転出超過になっていま

すが、60歳前後の定年退職の年代では転入超過がみられます。 

そこで、御宿町人口ビジョンでは、合計特殊出生率を 2030年に 1.80に、2040年には人口置換水準

を 2.07にまで上昇すると仮定し、人口移動（社会増減）は 34歳以下の転出超過が半減すると仮定して

将来人口を検討しました。 

その結果、目標とする 2040年の将来人口は 5,200人、老年人口比率は 52%以下と設定しました。 

 

合計特殊出生率の推移  

 2008 

（Ｈ20） 

2009

（Ｈ21） 

2010

（Ｈ22） 

2011 

（H23） 

2012 

（H24） 

2013 

（H25） 

2014 

（H26） 

御宿町 １．６７ １．２０ １．１２ １．０９ １．０３ １．３９ ０．７７ 

千葉県 １．２９ １．３１ １．３４ １．３１ １．３１ １．３３ １．３２ 

全 国 １．３７ １．３７ １．３９ １．３９ １．４１ １．４３ １．４２ 

   出典：千葉県衛生統計年報 
 
注１：合計特殊出生率は、出産可能年齢（15 歳から 49 歳）の女性に限定し、各年齢の出生率を足し合わせ、 

1 人の女性が生涯、何人の子どもを産むのかを推計したものです。 

 

注２：人口置換水準とは、人口が長期的に増えも減りもせず、一定となる出生の水準のこと。 
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２．人口の動向 

  ２－１ 時系列による人口動向分析 

１）人口の推移と将来推計 

御宿町の人口は、昭和 30年（1955年）の 9,753 人をピークとして減少傾向であり、平成 22（2010）

年 10月に行われた国勢調査では 7,738人でした。 

国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）が平成 25（2013）年 3月に公表した推計によると、

今後も人口は減少を続け、平成 52（2040）年には 4,715 人になるとされています。 

図表 1 総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：「社人研」は、「国立社会保障・人口問題研究所」の略で、厚生労働省に所属する国立の研究機関です。

2015 年以降の将来人口は、この機関の推計値を用いています。 

出典：2010 年までは国勢調査結果、2015 年以降は国立社会保障人口問題研究所の推計 
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２）年齢３区分別人口の推移 

年齢 3区分別人口は、生産年齢人口（15～64歳）、年少人口（0～14歳）ともに、減少傾向を示して

います。 

老年人口（65歳～）は増加傾向にありますが、平成27年（2015)あたりをピークに減少に転じると推計

されています。 

しかし、総人口の減少の度合いは、老年人口の減少の度合いよりも大きいため、総人口に占める老年

人口の割合は、今後も増加していくことになります。 

図表 2 年齢 3 区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2010 年までは国勢調査結果、2015 年以降は国立社会保障人口問題研究所の推計 

 

  

7,738 人

4,715 人

655人

266人

3,941人

1,733人

3,142人
2,716人

1.24

1.21

1.19 1.19 1.19 1.19

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

合
計
特
殊
出
生
率

人
口
（
人
）

社人研による推計値

生産年齢人口

（15～64歳）

年少人口

（0～14歳）

老年人口

（65歳～）

総人口
合計特殊出生率



御宿町人口ビジョン 

8 

 

人口ピラミッドの形で年齢３区分別人口構成の変遷をみます。 

図表 3 人口ピラミッドの推移 

 

左図は、社人研の推

計に基づいて、御宿町の

30 年ごとの人口ピラミッド

を並べて比較したもので

す。 

1980 年から 2010 年

にかけて、ピンク色の年

少人口、青色の生産年

齢人口が減少し、鶯色の

老年人口が増大し、少子

高齢化が極端なスピード

で進行していることがわ

かります。 

2040 年には、全体に

どの年齢層も人口が減

少しますが、老年人口が

相対的に増大しているこ

とを視覚的に把握するこ

とができます。 

 

 

 

出典：2010 年までは国

勢調査結果、2040 年は

国立社会保障人口問題

研究所の推計 
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 さらに、年齢３区分の人口構成のみに着目した図表を以下に示します。 

図表 4 年齢３区分人口構成の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2010 年までは国勢調査結果、2015 年以降は国立社会保障人口問題研究所の推計 
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３）出生・死亡、転入・転出の推移 

出生数は、全体に減少傾向にあります。死亡者数は、増減を繰り返しながらも全体に増加傾向にあり

ます。 

自然増減（出生数－死亡数）は、死亡数が出生数を上回る自然減が続いており、自然減の度合いは

増加傾向にあります。 

転入・転出の動きをみますと、この 20年ほどは転入数が転出数を上回った場合が多く、社会増減とし

てはプラスでした。 

しかし、近年のグラフの動きをみますと、社会増が今後も続くかどうかは不確実です。 

図表 5 出生・死亡数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2010 年までは国勢調査結果、2010 年以降は住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に 

    関する調査 
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図表 6 転入・転出数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2010 年までは国勢調査結果、2010 年以降は住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数 

   に関する調査 
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  ２－２ 年齢階級別の人口動向分析 

１）年齢階級別の人口移動の状況 

年齢階級別の純移動数（転入数ー転出数）からみた人口移動は、60歳以上と 50歳代は転入超過

が続いています。これは、定年退職を迎えた方々などが移住されている状況が考えられます。 

一方、20歳代は転出超過が続いています。これは就職期における転出が多い状況がうかがえます。 

図表 7 年齢階級別の人口動態（純移動数：転入数から転出数を引いた差）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳人口移動報告 
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２）性別・年齢階級別の人口移動の状況 

平成17（2005）年→平成22（2010）年の年齢階級別人口移動については、男女とも、「15～19歳→

20～24歳」及び「25～29歳→30～34歳」が転出超過となっています。 

「35～39歳→40～44歳」以降は、概ね転入超過傾向にあります。これらは、高校や大学等への進学

や卒業後の就職に伴う転出の影響が考えられます。 

また、「55～59歳→60～64歳」及び「60～64歳→65～69歳」に大幅な転入超過がみられ、退職に

伴って居住地を移すケースもあると考えられます。 

 

図表 8 平成 17（2005）年→平成 22（2010）年の年齢階級別人口移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 
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３）年齢階級別の人口移動の長期的動向 

「15～19歳→20～24歳」等の若い世代にみられる大幅な転出超過は、長期的動向においは減少傾

向となっています。これは、若い世代自体の人数が減少傾向にあることが反映されていると考えられま

す。 

「25～29歳→30～34 歳」は、転入超過から転出超過へ徐々に移行している傾向がみられます。 

「55～59歳→60～64歳」等の高齢の世代にみられる転入超過は、長期的動向において増加傾向が

続いています。これは、老年人口の増加と同時に、東京大都市圏の方々にとって御宿町が移住先として

魅力が高いと考えられます。 

図表 9 年齢階級別人口移動の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 
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  ２－３ 地域間の人口移動の状況 

１）地域ブロック別の人口移動 

千葉県民がどの地域に移動しているかを表すグラフです。 

近年は、東京圏（千葉県を除く）への移動による転出超過が続いています。 

しかし、他の地域ブロックに対しては概ね転入超過が続いています。 

図表 10 地域ブロック別の人口移動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域経済分析システム（RESAS（リーサス）） 

注１：「東京圏」は、東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県です。 
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２）転入・転出の動向 

2013年の本町の流入人口（他の区域から本町への転入者）は 299人、流出人口（本町から他の区

域への転出者）は 232人となっており、その差 67人の転入超過となっています。 

転入元は、東京都や埼玉県、神奈川県からが 113人、転出先は、勝浦市といすみ市を除く県内に

121人と最も多くなっています。 

図表 11 転入・転出の動向（2013 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳人口移動報告 平成 25 年（特別集計） 

図表 12 転入・転出と純移動数 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳人口移動報告 平成 25 年（特別集計） 

  注１：「東京圏」は、東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県です。 

  注２：「県内通勤通学率 10%圏内」とは、御宿町の 15 歳以上の全通勤通学者の中、10%以上が通勤通学し

ている千葉県内の市町村を示します。ここでは、勝浦市といすみ市が対象となっています。「県内通勤通

学率 10%圏内」の市町村は、社会経済的な結びつきが特に強い地域であることを意味します。 
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３）性別・年齢階級別の転入・転出の動向 

①転入状況 

平成 25年（2013年）における転入状況をみると、特に 60～64歳の男性の転入が多くなっています。 

図表 13 5 歳階級別転入数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳人口移動報告 平成 25 年（特別集計）  
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②転出状況 

平成 25年（2013年）における転出状況は、男性は 20～24歳、女性は 30～34歳が最も多くなって

おり、また、男女とも県内（勝浦市、いすみ市以外）への転出が比較的多くなっています。 

図表 14 5 歳階級別転出数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳人口移動報告 平成 25 年（特別集計） 
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③純移動状況（転入数－転出数） 

平成 25年（2013年）における男性の純移動は、特に 20～24歳の転出超過と、60～64歳の転入超

過が目立っているとともに、全般に東京圏（千葉県を除く）からの転入が超過傾向となっています。 

女性の純移動は、男性ほどの目立った傾向はありませんが、男性と同様に、全般に東京圏（千葉県を

除く）からの転入が超過傾向となっています。 

図表 15 5 歳階級別純移動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳人口移動報告 平成 25 年（特別集計）  
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④地域 4 区分別の純移動状況 

平成 25年（2013年）の地域 4区分別純移動（転入ー転出）の状況は、男女とも純移動数の合計は

プラスとなり、すなわち転入超過であります。 

女性の場合は、県内（勝浦市、いすみ市以外）への転出超過の影響で、純移動数が男性の半分程

度の 24人となっています。 

図表 16 地域 4 区分別の純移動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳人口移動報告 平成 25 年（特別集計） 
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  ２－４ 合計特殊出生率の推移 

御宿町の 1人の女性が一生に産む子どもの平均数である合計特殊出生率は、平成 24（2012）年で

1.03であり、国や県の数値と比較すると低くなっています。推移をみると、1.2前後で増減を繰り返してい

ますが、国や県に比べて低い水準となっています。 

国や県の合計特殊出生率は、近年はわずかに増加傾向がみられます。 

御宿町は、出生数や女性人口の総数が少なく、偶然変動の影響を受けやすいため、数値が短期的

に変動しやすい傾向にあります。 

図表 17 合計特殊出生率と出生数の推移 

 

 

注：合計特殊出生率は、出産可能年齢（15 歳から 49 歳）の女性に限定し、各年齢の出生率を足し合わせ、 

１人の女性が生涯、何人の子どもを産むのかを推計したものです。 
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  ２－５ 雇用等に関する分析 

１）男女別産業人口の状況 

男女別に産業人口をみると、男性は、建設業、卸売業・小売業、製造業の順に就業者数が多くなっ

ています。女性は、卸売業・小売業、医療・福祉、宿泊業・飲食サービス業の順に多くなっています。 

全国の各産業の就業者比率に対する特化係数は、男女とも漁業が突出した数値となっており、次に

宿泊業・飲食サービス業、複合サービス業、生活関連サービス業・娯楽業となっています。本町が、漁

業の町であり、海や砂浜などの自然を活かした観光と宿泊業に特色があることを反映しています。 

図表 18 男女別産業人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注：特化係数とは、ある地域内の産業のシェアや生産性が全国と比べてどれくらい高いかを表す指標。 

   特化係数が 1 であれば全国と同様、1 以上であれば全国と比べてその産業が特化していると考えられます。 

Ｘ産業の特化係数＝本町のＸ産業の就業者比率／全国のＸ産業の就業者比率 
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２）男女別の年齢階級別産業人口 

主な産業別の男女別就業者の年齢階級は、農林漁業、建設業、宿泊業・飲食サービス業で高齢化

が顕著です。特化係数の高い業種（漁業、宿泊業・飲食サービス業等）においても、今後の高齢化の進

展によって急速に就業者数が減少し、担い手不足が生じる懸念があります。 

図表 19 年齢階級別産業人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 
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３．将来人口の推計と分析 

  ３－１ 将来人口推計 

１）社人研推計と日本創成会議推計との総人口の比較 

将来の人口を見通すため、以下の 2つのパターンの推計方式によって試算します。 

社人研推計：全国の移動率が、今後一定程度、縮小すると仮定した推計（社人研推計準拠） 

日本創成会議推計：全国の総移動数が、平成 22（2010）年～平成 27（2015）年の推計値と概ね同

水準で推移すると仮定した推計（日本創成会議推計準拠） 

 

社人研と日本創成会議による本町の人口推計を比較してみると、平成 52（2040）年の人口は、社人

研推計が 4,715人、日本創成会議推計が 4,862人となり、147人の差異が生じます。 

本町の場合、2010～2015 年の総移動数は増加を示しているため、総移動数が一定の日本創成会

議の推計の方が、人口減少がやや遅く進む見通しとなります。 

図表 20 2 パターンの推計方式による人口推計の比較 
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２）人口減少段階の分析 

御宿町は、早々に第 3 段階、すなわち老年人口が減少すると同時に年少・生産年齢人口も減少して

いくという、少子高齢化の最終段階へ移行すると予測されています。 

図表 21 御宿町の人口の減少段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2010 年までは国勢調査結果、2015 年以降は国立社会保障人口問題研究所の推計 

図表 22 御宿町の人口の減少段階 

 

 

 

 

 

 
 

注：人口減少は３つのプロセスを経て進行。大都市や中核市は第一段階にあるのに対して、地方では既に 

第二段階、さらには第三段階に差し掛かっている地域もある。 

第一段階：老年人口増加＋生産年齢・年少人口減少 

第二段階：老年人口維持・微減＋生産年齢・年少人口減少 

第三段階：老年人口減少＋生産年齢・年少人口減少⇒本格的な人口減少時代 
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  ３－２ 将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度の分析 

１）自然増減・社会増減の影響度 

シミュレーション 1は、社人研推計の状況下において、合計特殊出生率が人口置換水準（人口を長

期的に一定に保てる水準の 2.1）まで上昇したとした場合のシミュレーションです。（注：厳密には、最新の

日本の人口置換水準は 2.07ですが、シミュレーション 1 と 2では、2.1 として計算しています。） 

シミュレーション2は、シミュレーション1の状況下において、人口移動がゼロとなった場合（転入と転出

がない）のシミュレーションです。 

御宿町では、近年の実績として転入超過基調であるため、社会増減の影響度は 1 となり低く評価され

ます。これは影響度をどのように評価するかの定義の問題であり、人口流出に見舞われている地方の市

町村の状況を前提に構築した影響度評価の定義式のために、人口流入の市町村での社会増減の影響

度は低く評価されます。 

図表 23 自然増減、社会増減の影響度（御宿町） 

 

 

 

 

 

 

 

注１：「自然増減の影響度」 以下の５段階に整理。数値が大きいほど影響度は高い。 

「１」＝100%未満、「２」＝100～105%、「３」＝105～110%、「4」＝110～115%、「５」＝115%以上の増加 

注２：「社会増減の影響度」 以下の５段階に整理。数値が大きいほど影響度は高い。 

「１」＝100%未満、「２」＝100～110%、「３」＝110～120%、「4」＝120～130%、「３」＝130%以上の増加 

 

  

分類 影響度

 シミュレーション１の2040年推計人口 ＝

社人研推計の2040年推計人口 ＝

⇒

 シミュレーション２の2040年推計人口 ＝ （人）

 シミュレーション１の2040年推計人口 ＝ （人）

⇒ （人）/ （人）＝

5,026

4,766

（人）／

計算方法

 自然増減の

 影響度 
注１）

4,715 （人）＝ 106.6%
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3

1

（人）

4,715 （人）

5,026 94.8%

4,766
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 社会増減の
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注２）



御宿町人口ビジョン 

27 

 

図表 24 総人口の推計結果（社人研推計、日本創成会議推計、シミュレーション１、２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）人口構造の分析 

2010年→2040年の増減率でみると、シミュレーション 1、2は、社人研推計から合計特殊出生率を

大幅に上昇させているので、0-14歳人口の減少度合いが大幅に改善していることが示されています。 

日本創成会議推計は、社人研推計の場合と異なり、人口移動を現状のまま継続すると仮定した推計

です。その場合、20代から 30代にかけての若い男女の転出が多い状態が続くなどの影響を受け、（高

齢者は反対に転入が多いまま）20-39歳の女性人口の減少が非常に大きくなっています。 

図表 25 推計結果ごとの人口増減率（御宿町） 
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日本創成会議推計 4,862 226 66 1,625 3,010 187
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社人研推計 -39.1% -59.4% -55.4% -56.0% -13.6% -53.8%

シミュレーション１ -35.0% -25.7% -15.4% -53.8% -13.5% -50.8%
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３）老年人口比率の変化 

社人研推計、シミュレーション 1 ともに、老年人口比率が非常に高い推計となります。 

20代前半を中心とした若い年齢層の転出をできるだけくい止めることで、シミュレーション 2にみられる

ように、老年人口比率を標準的な水準に導くことができることが読み取れます。 

図表 26 平成 22(2010)年から平成 52(2040)年までの総人口・年齢 3 区分別人口比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 27 老年人口（65 歳以上）比率の長期推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

社人研推計

シミュレーション１

シミュレーション２

総人口の減少を抑えるとともに、

老年人口比率も大幅に低下 

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

社人研推計 総人口（人） 7,738 7,336 6,815 6,283 5,738 5,220 4,715 4,234 3,789 3,378 2,995

年少人口比率 8.5% 7.4% 6.9% 6.3% 5.8% 5.6% 5.6% 5.6% 5.5% 5.2% 5.0%

生産年齢人口比率 50.9% 45.2% 42.3% 41.3% 40.8% 39.3% 36.8% 35.3% 35.5% 36.7% 37.0%

65歳以上人口比率 40.6% 47.4% 50.9% 52.4% 53.4% 55.1% 57.6% 59.1% 59.0% 58.0% 58.0%

75歳以上人口比率 21.4% 24.6% 28.6% 34.7% 37.2% 37.5% 37.5% 38.9% 41.9% 43.5% 42.5%

シミュレーション1 総人口（人） 7,738 7,345 6,857 6,378 5,915 5,463 5,026 4,604 4,213 3,855 3,526

年少人口比率 8.5% 7.6% 7.4% 7.8% 8.4% 9.1% 9.7% 10.0% 10.2% 10.3% 10.4%

生産年齢人口比率 50.9% 45.1% 42.0% 40.7% 39.8% 38.2% 36.2% 35.7% 36.8% 38.9% 40.3%

65歳以上人口比率 40.6% 47.3% 50.5% 51.6% 51.8% 52.7% 54.1% 54.3% 53.0% 50.9% 49.3%

75歳以上人口比率 21.4% 24.5% 28.5% 34.1% 36.1% 35.9% 35.2% 35.8% 37.7% 38.1% 36.1%

シミュレーション2 総人口（人） 7,738 7,207 6,651 6,128 5,647 5,186 4,766 4,432 4,168 3,960 3,788

年少人口比率 8.5% 7.9% 8.1% 9.0% 10.3% 11.9% 13.3% 14.1% 14.5% 14.6% 14.9%

生産年齢人口比率 50.9% 45.7% 44.0% 43.9% 44.4% 44.4% 44.7% 46.4% 48.9% 51.9% 52.9%

65歳以上人口比率 40.6% 46.4% 47.9% 47.1% 45.3% 43.7% 42.0% 39.6% 36.6% 33.5% 32.2%

75歳以上人口比率 21.4% 24.4% 28.0% 32.8% 33.0% 30.9% 27.9% 26.3% 25.6% 24.1% 21.6%
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４．人口の将来展望 

  ４－１ アンケート調査 

御宿町の将来展望を解析する手がかりをつかむため、この数年間の御宿町の転入者、転出者の

方々を対象にアンケート調査を実施しました。アンケート調査の実施概要は以下のとおりです。 

図表 28 アンケート調査実施概要 

調査対象 御宿町の転入者、転出者 

調査方法 住民票から調査対象者を無作為抽出し、郵送配付・郵送回収方

式にて実施 

調査期間 平成 27 年 6 月下旬～７月下旬 

アンケート票発送数 転入者：501 人、転出者：584 人 

アンケート票回収数 転入者：211 人、転出者：151 人 

アンケート回収率 転入者： 42.1%、転出者： 25.9% 

 

以下にアンケート結果の主な結果を示します。 

 

①回答者の属性 

転入者回答者も転出者回答者も、男女比はほぼ同じです。年代をみると、60歳代、70歳代以上の

方々からの回答が多い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男

49.8%
女

49.3%

無回答

0.9%

総数

211

転入者：回答者属性 
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5.2

10.0

9.0

11.8

35.1

27.5

0.9
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10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

％総数=211

男

45.0%

女

53.0%

無回答

2.0%

総数

151

3.3

13.2

15.9

15.9

5.3

16.6

27.8

2.0

0 5 10 15 20 25 30

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

％総数=151

転出者：回答者属性 
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②職業 

職業について尋ねました。転入者では無職が圧倒的に多く、転出者では無職と会社員の回答が多い

結果となりました。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

  

 

 

 

 

  

0.9

0.0

11.4

2.8

3.3

4.7

0.9

15.6

50.2

8.1

1.9

0 10 20 30 40 50 60

農林業

水産業

会社員

自営業

公務員・団体職員

アルバイト・パート

学生

家事専業

無職

その他

無回答

％総数=211

0.7

0.0

25.2

6.0

7.9

6.0

2.6

13.2

28.5

4.6

5.3

0 5 10 15 20 25 30

農林業

水産業

会社員

自営業

公務員・団体職員

アルバイト・パート

学生

家事専業

無職

その他

無回答

％総数=151

転入者：職業 

転出者：職業 
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③居住地 

転入者には、現在の居住地（現在住んでいる地区）、転出者には、以前、御宿町に住んでいたときの

居住地（地区）を尋ねました。転入者は圧倒的に御宿台地区に転入している結果となりました。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.0

8.5

3.8

5.7

13.3

4.7

2.4

4.7

1.9

42.2

2.8

0 10 20 30 40 50

須賀区
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高山田区

久保区

新町区

六軒町区

岩和田区

上布施区

実谷区

御宿台区

無回答

％総数=211

17.2

9.9

0.7

9.3

18.5

3.3

5.3

7.3

3.3

18.5

6.6

0 5 10 15 20

須賀区

浜区

高山田区

久保区

新町区

六軒町区

岩和田区

上布施区

実谷区

御宿台区

無回答

％総数=151

転入者：居住地（現在住んでいる地区 

転出者：居住地（以前住んでいた地区） 
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④住み良さ 

御宿町の住み良さについて尋ねました。転入者と転出者のどちらも、「自然環境が良い」が最上位とな

るとともに、他の理由もほぼ同じ傾向を示す結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.2

35.5

15.2

13.3

12.3

7.6

7.1

6.2

4.7

3.8

3.8

2.8

1.9

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.1

12.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自然環境が良い

住環境が良い

災害に関して安全

持ち家がある

食べ物がおいしい

近隣の人間関係が良好である

治安に関して安心

交通の便が良い

親戚が近くにいる

子育ての環境が良い

親と一緒に住める

買い物などに便利

長年住んでいて愛着がある

食が安心

文化的な環境が良い

公共施設が充実している

働く場がある

水がおいしい

家業を継げる

その他

無回答

％

総数=211 （複数回答）

58.9

19.9

19.2

17.2

17.2

15.2

11.9

3.3

3.3

3.3

2.6

2.6

2.6

2.0

2.0

2.0

0.7

0.0

0.0

4.6

14.6

0 20 40 60 80

自然環境が良い

住環境が良い

食べ物がおいしい

近隣の人間関係が良好である

長年住んでいて愛着がある

持ち家がある

親と一緒に住める

買い物などに便利

災害に関して安全

治安に関して安心

交通の便が良い

子育ての環境が良い

親戚が近くにいる

文化的な環境が良い

食が安心

水がおいしい

公共施設が充実している

働く場がある

家業を継げる

その他

無回答

％
総数=151 （複数回答）

転入者：住み良いと思う理由 

転出者：住み良いと思う理由 
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⑤住みにくさ 

御宿町の住みにくさについて尋ねました。転入者、転出者のどちらも、「買い物が不便」、「交通が不便」

が最上位となるとともに、他の理由も、ほぼ同じ傾向を示す結果となりました。 
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親と一緒に住めない
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その他

無回答

％

総数=211 （複数回答）
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53.0

45.0

12.6

10.6

5.3

4.0
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買い物などが不便

交通の便が良くない

働く場がない

災害に関して不安がある

公共施設が充実していない

住環境が良くない

子育ての環境が良くない

文化的な環境が良くない

近隣の人間関係が良くない

親戚が近くにいない

長年住んでいても愛着が持てない

良い住まいが持てない

水がおいしくない

食べ物がおいしくない

自然環境が良くない

親と一緒に住めない

食が安心できない

治安に関して不安がある

家業を継げない

その他

無回答

％
総数=151 （複数回答）

転入者：住みにくいと思う理由 

転出者：住みにくいと思う理由 
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⑥住み続けたいかどうか 

御宿町に住み続けたいかどうかを尋ねました。転入者は、「住みたい」、「どちらかというと住み続けた

い」が合わせて 8割程度となりました。転出者においても、「住みたい」、「条件が合えば住みたい」が 5割

程度と結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みたい

42.2%

どちらかという

と住み続けたい

36.0%

どちらかという

と町外に転出し

たい

10.4%

町外に転出し

たい

3.8%

無回答

7.6%

総数

211

住みたい

22.5%

条件が合えば

住みたい

29.8%

住みたくない

12.6%

特に考えていな

い

30.5%

無回答

4.6%

総数

151

転入者：住み続けたいかどうか 

転出者：住み続けたいかどうか 
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⑦まとめ 

以下に、アンケート結果のポイントを６つにまとめました。それぞれのポイントに対する御宿町人口ビジョ

ンとしての考え方をまとめました。 

図表 29 アンケート調査実施概要 

No. アンケート結果のポイント 御宿町人口ビジョンでの考え方 

1 

御宿町から転出する人の多

くは、御宿町が嫌いになって

転出していくのではなく、主に

仕事や結婚のために転出し

ていきます。 

町民にとって住みにくいと嫌われている訳ではありません。転出して

いく原因（仕事、結婚等）を排除していけば、転出数を抑えることは

十分に可能です。 

 →雇用及び結婚の機会を本町内につくりだす。 

2 
自然環境の良さが最大の魅

力です。 

美しい外房の海、砂浜、新鮮な魚介類が特に魅力であり、観光客だ

けでなく、実際に移住する方がたくさんいます。 

 →この「強み」に着目し、それを最大限に活かした施策を展開する

ことで、効率的、効果的に人口減少を緩和することができる。 

3 

交通の便の改善、医療の充

実、雇用機会の拡大が、御

宿町に住み続けるために必

要な要素とされています。 

アンケートにより、具体的に何を（交通、医療、雇用）改善すること

で、より多くの人が移住、定住してくれるのかが明確になりました。 

 →本町として、交通についてできること、医療についてできること、

雇用についてできることを整理して、予算や工程に配慮しなが

ら、施策の展開を図っていく。 

4 
子育て環境には、それほど

不満はないようです。 

自然増を目指すには、出会い、結婚、出産、子育て、教育などのい

ろんな段階で支援することが必要ですが、本町では、子育てについ

ての不満はないようです。 

 →子育て支援と比較して、今後は出会いや教育に相対的に注力

していくことを検討する。 

5 
転入者の多くが、御宿台地

区に転入しています。 

社会増（転入数が転出数より大きい）のほとんどが御宿台地区に集

中しており、本町全体で社会増であったとしても、それをそのまま町

内の個々の地区に当てはめて考えてはいけません。 

 →総合戦略で施策や事業を具体化にしていく際は、本町全体の

マクロ的な見方のみならず、各地区レベルでのミクロ的な見方も

必要となってくる。 

6 
転入者の多くが、60 歳代、

70歳代の方々です。 

社会増が続いているとはいえ、転入者の多くが 60 歳代、70 歳代の

方々であることは、人口の年齢構成が偏ったものとなり、単純に社

会増による人口増を喜んでばかりもいられません。 

 →若者にも多く移住してもらうための施策（住む場所確保の空き

家対策、働く場確保の雇用対策等）が必要である。 
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  ４－２ 現状と課題の整理 

これまでの検討結果を踏まえ、御宿町人口ビジョンについて、現状と課題を以下のように整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1) 御宿町の人口の状況 

・御宿町の総人口は、町村合併の 1955年の 9,753 人をピークに徐々に減少し続け、2010

年には 7,738人となり、2040 年には 4,71５人（2010 年から約 39%減）と推計されて

います。（社人研による推計） 

(2) 出生・死亡、転入・転出の推移 

・合計特殊出生率は、2012 年は 1.03であり、国・千葉県を下回っています。2005年以降、

国・千葉県ともにわずかに上昇傾向にありますが、人口置換水準 2.07を大きく下回る低出

生率を継続しています。本町では、死亡数が出生数を上回る状態が続いており、自然増減は

マイナスであります。 

・社会増減については、転入数も転出数もその絶対数は減少傾向ですが、概ね転入数が転出数

を上回っている状態が続いており、社会増減はプラスであります。 

・年齢階層別人口移動は、29 歳以下の階層は学校進学や就職により転出超過となっていますが、

60歳前後の定年退職の年代では転入超過がみられます。 

 御宿町における人口問題に対する基本的認識 

・国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計によると、御宿町の人口は２０４０年（平

成５２年）には４，７１５人、２０６０（平成７２）年には２，９９５人になると見込まれ

ています。 

・１５～６４歳の生産年齢人口は、その構成比が２０１０（平成２２）年の５０．９％から   

２０４０年（平成５２）には３６．８％まで減少し、６５歳以上の老年人口は４０．６６％

（県内第１位：H22 国調）から５７．６％へ大幅に増加する見込みです。 

 将来人口の推計 
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  ４－３ 将来展望 

これまでの人口に関する現状把握や将来推計等の検討結果を踏まえ、以下のように将来展望として

の目標人口と目標老年人口比率を設定しました。 
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≪目指すべき将来の方向≫ 

①子育て世代が安心して子育てできるまちづくり 

②まちの魅力をアップさせ移住・定住したくなるまちづくり 

③観光を軸とした雇用創出のまちづくり 

≪人口増加に向けた新たな目標の設定≫ 

・合計特殊出生率は、2030 年には 1.80に、2040 年には人口置換水準 2.07に上昇すると仮

定し、人口移動（社会増減）は３４歳以下の転出超過は半減すると仮定。 

 

 

 

4,718

2,995

7,738

5,220

3,909

1.24 

1.80 
2.10 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

合
計
特
殊
出
生
率

人 御宿町 シナリオ②の将来人口推計

パターン１ シナリオ② 合計特殊出生率（シナリオ②）

4,718

2,995

7,738

5,220

3,909

1.24 

1.80 
2.10 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

合
計
特
殊
出
生
率

人 御宿町 シナリオ②の将来人口推計

パターン１ シナリオ② 合計特殊出生率（シナリオ②）

4,718

2,995

7,738

5,220

3,909

1.24 

1.80 
2.10 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

合
計
特
殊
出
生
率

人 御宿町 シナリオ②の将来人口推計

パターン１ シナリオ② 合計特殊出生率（シナリオ②）

目標人口：2040 年 5,200 人 目標老年人口比率：2040 年以降 52%以下 

 将来展望 
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巻末資料（１） 将来展望に関する３つのシナリオ 
将来展望の検討においては、３つのシナリオを比較検討し、その中の１つのシナリオを御宿町の最終

的な将来人口展望としました。以下に、シナリオ①、シナリオ②、シナリオ③の、３つのシナリオを示します。

最終的に選定されたシナリオは、シナリオ②です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪目指すべき将来の方向≫ 

①子育て世代が安心して子育てできるまちづくり 

②まちの魅力をアップさせ移住・定住したくなるまちづくり 

③観光を軸とした雇用創出のまちづくり 

≪人口増加に向けた新たな目標の設定≫ 

・合計特殊出生率は、202０年には 2.0７に上昇すると仮定し、人口移動（社会増減）は 34

歳以下の転出超過をゼロと仮定。 

 

 

 

目標人口：2040 年 5,700 人 老年人口比率：2040 年以降 47%以下 
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≪目指すべき将来の方向≫ 

①子育て世代が安心して子育てできるまちづくり 

②まちの魅力をアップさせ移住・定住したくなるまちづくり 

③観光を軸とした雇用創出のまちづくり 

≪人口増加に向けた新たな目標の設定≫ 

・合計特殊出生率は、2030 年には 1.80に、2040 年には人口置換水準 2.07 に上昇する

と仮定し、人口移動（社会増減）は 34 歳以下の転出超過は半減すると仮定。 

 

 

 
目標人口：2040 年 5,200 人 老年人口比率：2040 年以降 52%以下 
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≪目指すべき将来の方向≫ 

①子育て世代が安心して子育てできるまちづくり 

②まちの魅力をアップさせ移住・定住したくなるまちづくり 

③観光を軸とした雇用創出のまちづくり 

≪人口増加に向けた新たな目標の設定≫ 

・合計特殊出生率は、2040 年には 1.80に上昇すると仮定し、人口移動（社会増減）は国立

社会保障・人口問題研究所の推計結果を使用。 

 

 

 
目標人口：2040 年 4,800 人 老年人口比率：2040 年以降 55%以下 
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巻末資料（２） 総人口の推移に与えてきた自然増減・社会増減の影響 

縦軸は自然増減（出生数－死亡数）、横軸は社会増減（転入数－転出数）です。値が上であればあ

るほど自然増減がプラスであり、右であればあるほど社会増減がプラスです。 

1995年以降のデータをみると、自然増減は、すべて自然減となっています。社会増減は平成 9年

（1997）を除いて全てプラスでしたが、斜め 45度の線の左下にプロットが位置する場合が多いので、総人

口は減少傾向にあります。網掛けの位置に点がある場合、人口は減少することとなります。図をみると、

網掛けの外には４つしか点がありません。 

 図表 総人口に与えてきた自然増減と社会増減の影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査 

 

この図は、視覚的に点の動きで自然増減、社会増減の傾向を把握することができます。らせん状に回

転運動しながら徐々に自然減、社会減の方向に進んでいることが推測されます。今後、点がどの象限に

位置し、どの方向に向かっていくのかを推測することで、御宿町として人口減少に対して注力するべき施

策の方向性も見えてきます。 
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